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第 2学期を終えて 
 

本日で、長かった 2学期も無事終了いたしました。               

1学期は全国一斉の臨時休業など、新型コロナウィルス対策のため、多くの学校行事

等が取りやめになったことから、今学期は感染防止対策を万全にしながら、バランスの

とれた教育活動を展開することが大きな目標でした。 

ご家庭における適切な感染症予防対策など、保護者の皆様のご理解とご協力のおかげ

で、規模の縮小などはあったものの、3学年の修学旅行や１，２年生の学習旅行及び校

内合唱コンクールを含む文化祭の実施など、子どもたちは充実した 2学期を送ることが

できました。本当にありがとうございました。 

 

冬季休業中の過ごし方 
 

報道等でもご承知のとおり、福島市の複数のクラスターの発生など、県内の感染状況

は、全国の傾向と同様、高い状況で推移しており、いつ、どこで、誰が感染してもおか

しくない状況です。 

年末年始期間中は、国がいくら不要不急の移動の自粛を呼びかけたとしても、やはり

平時よりは人の動きは多くなることが予想されます。結局、感染予防には他人の移動自

粛に期待するのではなく、『君子危うきに近寄らず』をモットーに、自己防衛すること

が最善の策なのかも知れません。 

お子さんが、3学期元気に登校できるように、冬季休業中のご家庭における感染予防

対策については、保護者の皆様のご協力を重ねてお願いいたします。 

 

3学期は受験期、より一層の緊張感を持ったコロナ対策を 
 

3学期は、３年生にとって非常に重要な受験期となります。これまで以上にコロナウ

ィルス感染予防には敏感にならなければなりません。 

3学期も『学校には感染及び濃厚接触の可能性のある人を決して近づけない』を基本

姿勢として学校経営を進めてまいりますので、ご理解をお願いします。 

 

保護者の皆様におかれましては、ご家族の皆様とともに、

よいお年をお迎え下さい。 

令和 2年 12月 23日 

校長 早﨑 保夫 


